
《日建連表彰2021 第2回土木賞受賞プロジェクト・構造物》　大分川ダム建設工事／鹿野川ダムトンネル洪水吐新設工事／国道325号　阿蘇大橋上下部工事（新
阿蘇大橋 渡河部）／首都高速1号羽田線　東品川桟橋・鮫洲埋立部更新事業（Ⅰ期）／新名神高速道路神戸ジャンクション建設プロジェクト／中央自動車道（特
定更新等）弓振川橋床版取替工事／東京外環自動車道　大和田工事／東京外環自動車道　京成菅野アンダーパス工事／阪神高速道路　西船場JCT下部
その他工事／北薩横断道路　北薩トンネル出水工区／【特別賞】常磐橋修復事業

土木賞は、募集の前年末までに概ね竣工した土木分野のプロジェクト・構造物を対象に、事業企画、計画・設計、施工、及び維持管理などに
関する総合評価により選考を行います。選考に当たり、特に、施工プロセスの視点（施工プロセスの改善、良質な社会資本の効率的創出、土木
技術の発展・伝承など）を重視しています。

　
江
戸
城
外
郭
正
門
跡
の「
常
磐
橋
」

は
、取
り
壊
さ
れ
た
江
戸
城
小
石
川
御

門
の
石
垣
を
用
い
て
明
治
一
〇
年
に
改

架
さ
れ
た
近
世
由
来
の
純
空
石
積
み
の

石
造
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、文
明
開
化
期
の

東
京
の
石
橋
と
し
て
は
唯
一
現
存
し
て

い
る
。こ
の
常
磐
橋
が
、東
日
本
大
震
災

に
よ
り
多
大
な
損
傷
を
受
け
た
。本
事
業

は
、歴
史
的
価
値
が
高
い
常
磐
橋
を
復
元

修
復
し
、更
に
護
岸
や
親
水
テ
ラ
ス
な
ど

を
含
め
た
周
辺
空
間
を
総
合
的
に
再
整

備
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
事
業
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ア
ー
チ

部
空
石
積
み
の
修
復
で
は
、不
揃
い
な
石

材
に
よ
る
ア
ー
チ
変
形
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
考

察
を
行
い
、超
高
強
度
モ
ル
タ
ル
を
用
い

た
間
詰
め
と
、和
紙
繊
維
吹
付
け
を
用
い

た
縁
切
り
と
に
よ
り
、ア
ー
チ
軸
力
を
円

滑
に
伝
達
さ
せ
る
手
法
を
新
た
に
開
発

し
た
。ま
た
、軸
力
導
入
前
に
は
、解
体

時
の
軸
力
開
放
デ
ー
タ
や
石
材
合
端
面

の
め
り
込
み
量
、沈
下
予
測
な
ど
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り

返
し
、軸
力
導
入
時
に
は
、常
時
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
よ
り
、円
滑
な
軸
力
伝
達
面
が

形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
更
に
、現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
貴
重

な
石
材
の
再
活
用
に
こ
だ
わ
り
、再
利

用
率
七
〇
％
以
上
の
目
標
を
掲
げ
、五
、

四
〇
〇
を
超
え
る
石
材
全
て
の
破
損
状

況
を
調
査
し
、再
利
用
の
可
否
や
修
理
範

囲
・
内
容
を
決
定
し
た
。再
利
用
時
に

は
、仮
組
→
調
整
加
工
→
本
組
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
を
固
守
し
た
。こ
れ
ら
は
多
大
な

労
力
を
必
要
と
し
た
が
、九
三
カ
月
に
も

及
ぶ
工
期
中
、再
利
用
へ
の
強
い
こ
だ
わ

り
を
持
ち
続
け
、各
石
へ
の
独
自
タ
グ
取

付
け
や
デ
ジ
タ
ル
調
書
に
よ
る
石
材
管

理
な
ど
を
実
直
に
継
続
さ
せ
た
こ
と
に

よ
り
、目
標
を
超
え
る
再
利
用
率
七
四
％

を
実
現
さ
せ
た
。

　
水
切
石
の
復
元
で
は
、三
次
元
曲
面
の

非
常
に
複
雑
な
形
状
と
な
っ
て
い
る
た

め
、最
新
技
術
で
あ
る
Ｎ
Ｃ
加
工
を
活
用

し
て
石
材
を
半
自
動
で
切
り
出
し
た
。最

終
仕
上
げ
と
現
地
据
付
は
、伝
統
技
術

を
継
承
し
て
い
る
石
工
職
人
が
実
施
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、常
磐
橋
を
単
に
修
復
し

た
の
み
な
ら
ず
、歴
史
的
土
木
構
造
物
の

価
値
を
保
存
継
承
し
つ
つ
現
代
の
都
市

空
間
で
活
き
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
再
生

さ
せ
た
こ
と
か
ら
、日
建
連
表
彰
土
木
賞

（
特
別
賞
）に
値
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。

常
磐
橋
修
復
事
業

受
賞
理
由

常磐橋修復事業　概要
● 所　在　地　東京都千代田区大手町2-7地先
● 施設管理者　東京都千代田区
● 設　計　者　㈱文化財保存計画協会
● 施　工　者　鉄建建設㈱
● 関　係　者　常磐橋修理工事専門委員会、
	 ㈱小林石材工業、㈱アート、
	 ㈱アント、常陸大理石㈱、
	 昭和測量㈱、加藤建設㈱、
	 ㈱ピーエス三菱、
	 伝匠舎㈱ 石川工務所、
	 ㈱エイト日本技術開発
● 着　工　日　2012年12月13日
● 竣　工　日　2020年9月30日

1. アーチ石（輪石）の据え付け
2. 施工状況　要石の据え付け
3. 下部工の増杭補強

詳細や他の写真などは

左記のQRコードから

Webページに

アクセスしてご覧ください。

特別賞とは

選考の総合評価の
結果によらず、施工
プロセスを支えた活
動や技術開発など、
固有の課題に対す
る取組み、いわば施
工プロセスにおいて
「何かキラリと光る
取組み」で特に優れ
た案件を特別賞と
して表彰することと
しています。
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3

特
別
賞

41 402022.12


